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弊社のフィロソフィーを
ご説明致します
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Hiphen社を一覧する
1.00

農学者、耕作地の専門家、エンジニア、ビジネス開発者 等々

1 site

１２名を雇用

本社をAvignonのINRA施設内に設置

2018年には約百万ユーロの収入

４ 年間に亘る成長過程

PhD Alexis COMARによりHiphen社を創設

October 2014

１種の自社開発センサー技術
フル調整可能な６周波数バンド

４種の無線誘導機器
弊社技術にマッチ
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弊社のアーキテクチャーに
ついてご説明致します。

1.15
イ
ン
パ
ク
ト 戦略 効率化 節減

$
イノベーション 契約

Bosch フィールドセンサー観測衛星

セ
ン
サ
｜
類

解析 作物モデル検証

オンライン意思決定ツール

R&D

ドローン 無人地上車両 フェノモバイル
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Hiphen社はコード名UMT-CAPTEで呼ばれる
フェノタイピングのリモートセンシングで
のソリューションに特化した科学調査プロ
グラムのメンバーです。

このプログラムは2014年に開始され、INRA、
ARVALIS及びHIPHEN社で構成されています。
Hiphen社とこれら２つの技術調査機関との間
ではクロスライセンスが行われています。

弊社のドローンを使った
ソリューションは、独特
なパートナーシップから
生まれました。

1.20
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UMT-CAPTEの調査研究努力の結果として、
このリモートセンシングのチームのエンジ
ニアと農学者はフェノタイピングのリモー
トセンシング技術の改善方法とアルゴリズ
ムを強調する一連の調査論文を発行してい
ます。

Hiphen社は科学的調査に
ルーツがあります。

1.25



弊社のドローン利用での
エンドツーエンドサービスを
ご説明致します

2
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サクセス・ストーリーを一緒に達成
する為に、プロジェクトの方向づけ
フェーズから始めることを提案：
1. 適正なスキルを取得する
2. 弊社技法とアルゴリズムの妥当性を確認
3. このフェーズ迄成功裡に到達すれば、

弊社は更なるトライアル／マイクロプ
ロットを割安な価格で行えるサービス
モードに切り替える提案を行います。

長期戦略とサクセス・
ストーリーを確立

2.00

社内方式

プロジェクトに向けて開始

妥当性確認 スケールメリットを産み出す生産フェーズ

フルスケール展開

プロジェクト指向フェーズ

１年目 ... ... その後

G
O

N
O

 G
O

サービス指向フェーズ
ドローンを利用した高速フェノタイピ
ングには特定のスキルを必要とするア
クティビティです。
Hiphen社はこのアクティビティで貴社
を成功に導く全ノウハウを社内化する
為に支援致します。

常に新たな形質が得られる概念実証
最先端の技術と方法を使った新形質は貴社ニーズに適用出来ます。貴社
データパイプラインに組み込む前に厳しい検証プロセスを伴う特定のプ
ロジェクトを開始致します。

貴社では既にドローン利用の高速フェノタイピング・アプリケーション
に必要なスキルとノウハウを社内化して居ます。
データ処理が自動化された生産フェーズに移行し、効率的にスケール
アップします。
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Hiphen社は４つの主要ステップに従う
エンドツーエンドのサービスを提供致
します。
1. 目標とプロトコルの定義
2. データの取得
3. データの処理
4. データのデリバリと分析

成功するまでの旅路
2.05 1

目標とプロトコルの定義
選択された形質と目標により、利用可能な無線誘導機器、センサー及び標準操作

手順（SOP）の定義に導き、データを保証するプロトコルが有効に取得されます。

データの取得

弊社の頑強な標準操作手順（SOP）を社内化した段階でフィールドに出掛けてデータ取
得を開始致します。このフェーズ作業実施には次の選択があります。

-　貴社チーム
- 弊社チーム
- 第三者

データの処理

弊社のデータ処理プラットフォーム – コードネーム Cloverfield – 継ぎ目なく全データ
セットを処理致します。欲しい全形質は入手可能で、品質評価が進行します。データが
育種サイクルに有効に統合される様に、適時のデータ保証のデータパイプラインが自動
化されます。

データの読み出しと決定

これは最も重要なステップで、貴社は知識を高め、意思決定プロセスを通知するデータ
を得ます。弊社はこの分析フェーズで貴社の質問やチャレンジをサポートします。弊社
は植物のモデリングと統計に関して認められたノウハウと専門性を持って、貴社をその
途上で支援致します。

2

3

4
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Step 1.1:
形質の選択

2.10

Hiphen社は直ぐに適用できる形質カタログ
を持っています。若し必要な形質が見つか
らない場合には、弊社はニーズを満たす
のに最適なアルゴリズムをカスタマイズ
する概念実証フェーズに移行します。
弊社の形質はINRAやCYMMITの定義する
概念化に従っています。追加情報が必要な
場合にはご連絡下さい。

形質要求を定義する為の弊社インプットファイルの例示：
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形質が選択されれば、トライアルや使
用する装置とセンサーを定義できます。
貴社装置と選択した形質の相性
をチェック致します。

Step 1.2:
トライアル情報と
ハードウェア選択

2.15
貴社形質とハードウェアや
センサーを定義する弊社の
インプットファイルの例示
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Step 1.3: 
SOPの定義

2.20

貴社が選択した形質とハードウェアに基づくSOPの定義に用いたインプットファイルの例示
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頑強なSOPを使うことで、データの取得
に成功することが容易になりました。

Step 2: 
データの取得

2.25
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Cloverfieldはクラウドベース処理のパイプ
ラインですがINRA及びArvalisとの提携を
基にHiphen社で開発されたものです。
このデータ処理パイプラインは多数の作
物に適用出来ます。ユーザーは弊社の標
準操作手順 (SOP) に従ってデータを取得
し、データの処理はオンラインで行うこ
とが出来ます。

Step 3:
データの処理

2.30

デ
ー

タ
取

得
自

動
デ

ー
タ

処
理

CLOVERFIELD®
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Cloverfieldのアウトプット例は：

- 植生指数 （例えば、MCARI, Cigreen,
PRI, NDVI);

- 構造的形質（例えば、作物の背丈、
葉面積指数、Green Fraction);

- 植物／器官数集計（例えば、花、穂、
　  葉）
- マイクロプロットの不均質性指標

 - その他多数

Step 3: 
弊社稼働中データ
処理パイプライン

2.35

入力 CLOVERFIELD

生データ

写真測量法

ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ

ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｯﾄ
の抽出

形質の
処理

較正済の同時
登録画像

地上基準点 (GCP)

センチメートル
レベルでの位置
合わせ済画像

ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｯﾄの境界

抽出画像/ 
ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｯﾄ

- 葉面積指数（LAI)
- 光合成有効放射量（QPAR） 
 植生被覆割合（FCover）
 マイクロプロット高

- 植物数集計 
- 病気の発生量 
 植生指数
 その他

- 地上測定
- 天候情報
- 半球画像

出力

カスタマイズされた形質
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これは貴社の専門性と出力データを融合し
て知識を高め、意思決定プロセスに情報提
供するステップです。

Hiphen社は必要に応じてサポート出来ま
す。弊社の作物生理学や作物モデリングに
関する知識はフェノタイピング（表現型）
とジェノタイピング（遺伝子型）のリンク
に役立ちます。

Step 4: 
貴社データに価値を
与える

2.40
ビジュアル化してデータを分析

データを直接貴社情報シス
テムにダウンロード
(API経由 または他の方法)

貴社データを育種のサイクル
に統合して行動につなげる。



データ処理例
3
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トライアル品質の
評価方法は？

3.00

トライアルレベル

マイクロプロットレベル

主な異状の把握

• 土壌水分量
• 土壌構造効果
• I灌漑の不均質

主な異状の把握

• 突発異状
• 潜在異状

関連する主な特性

• 動的形質
• NDVI

• 統合形質
• 背丈
• 光合成有効放射

関連する主な形質

• 背丈の標準偏差
• 背丈の平均
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この戦略でトライアル用の最良のフィールド
の展開を可能とします。

衛星データでフィールド
の不均質性の評価を支援

3.05

Step 1:
過去の衛星画像を見て不均質マップとして学習します。

Step 2:
フィールドをゾーン分けして最大収量が期待出来る区画を判別します。

Site 1 Site 2 Site 3 Site 4

Site 1 Site 2 Site 3 Site 4
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トライアルゾーンをより良く理解する為に
把握する不均質ゾーンの例

トライアルレベル：
ドローンを使い、フィー
ルドのデジタル化を実施

3.10
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突発異状に影響されたマイクロプロットの
判定に関連する2種類の指標：
- 植物数集計
- 植生被覆割合（FCover）分布

マイクロプロットレベル：
突発異状の場所を特定

3.15
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倒伏に影響されたマイクロプロットの判定に
関連する2種類の指標：
-   マイクロプロット毎の平均背丈

-   マイクロプロット毎の列間の背丈標準偏差

マイクロプロットレベル：
倒伏が存在する位置を特定

3.20



24

植物数集計のアプリケーションでは高い精度
を達成する為、人工知能(AI)による先進技術
に取り組んでいます。

植物数及び器官数集計
3.25 個体数集計

花数集計

トウモロコシ シュガービート

小麦のマイクロプロットに咲くポピーの花

小麦の穂小麦の茎

穂数及び茎数集計
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FCover (green fraction)を計算する為に弊社
パイプラインは次のタスクを行います：
- マイクロプロットをそれぞれの画像から
抽出します。

- 最良の画像を選択します。 (例えば、
方向、鮮明度、代表性）
- 緑色画分(green fraction)の画像を区分する。

- FCoverを計算する。

その他の特性例: 植物の
背丈と植生被覆割合
(FCover)

3.30
抽出画像 分割マスク 植生指数

FCover

0,619

0,101

マイクロプロットの高密度3D クラウドトライアルの高密度3D クラウド

Plant height
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